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≪バレーボール部≫

荒川区中学校バレーボール春季大会
第３位

≪ソフトテニス部≫

荒川区中学校ソフトテニス春季大会

個人戦 第１位
◯◯◯◯さん(3-1)、◯◯◯◯さん(3-2)

荒川区中学校ソフトテニス春季大会

団体戦 第３位
３年女子ソフトテニス部

奨励賞
南千住第二中学校は、平成２９年度実用英語技能
検定に多数参加し、英語教育の向上に成果をあげた
ことが認められ、公益財団法人日本英語検定協会
より「奨励賞」が授与されました。

≪実用英語技能検定≫

英語科を代表して表彰を受ける南部先生

大谷翔平選手にみる
青少年赤十字の精神

１１３名の新入生を迎え全校生徒３74名１２学級で新年度をスタートしました。今年度も地域と
一体となり笑顔あふれる学校づくりを学校経営の基本理念として教育活動を行いますので保
護者・地域の皆様にはご理解、ご協力をお願いいたします。

さてメジャーリーグベースボール、ロサンゼルス・エンゼルスの大谷翔平選手の大活躍は日本
のみならず全米を興奮の渦に巻き込んでいます。
投げて打ってと二刀流のプレーに野球の神様ベーブ・ルースの再来と言われています。
大谷選手はオープン戦では結果が出ず、批判の矢面に立たされましたがある報道記者が
その状況を乗り越え精神の成長を感じたプレーを取り上げました。それは現地時間4月11日
のレンジャーズ戦での出来事です。8回表に四球を選んだ大谷選手が投手のけん制球で１塁
ベースにあわてて戻りました。この時大谷選手は一塁ベースに長い足をかけながら、手を
伸ばしてファウルラインの内側に落ちていたゴミを拾って瞬時にファウルゾーンに投げ出した
そうです。
そのシーンを目撃した記者はメジャーの大舞台でグラウンドに落ちていた小さなゴミに目が
留まり、それをファウルゾーンに出した行為に大谷選手の成長とメンタルの強さを感じたそう
です。

実は、大谷選手は意識してグラウンドのゴミを拾っているそうです。チームの大先輩、稲葉篤
紀監督(現侍ジャパン監督)がかつてベンチ前のゴミを拾ったのを見て感動しそれを真似るよう
になったそうです。彼自身はそれを「人が捨てた”運”を拾っている」と表現しました。
「ゴミを拾う」ことは小さな行為ですが大谷選手には自身の平常心を保ち、冷静にプレーするた
めのキーアクションになっているのだ、とその記者は指摘しています。私は大谷選手の行為に
青少年赤十字の「気づき、考え、実行する」の精神を見る思いがしたのでこのエピソードを紹介
しました。

ロサンゼルスの意味を皆さんは知っていますか？
Los Angelesと書き、ロス・エンジェルス（エンジェリーズ）などと
読みます。
Losはスペイン語で英語のtheと同じ定冠詞です。
Angelesは「天使たち」という意味です。
つまりロサンゼルスとは「天使たち」という意味です。
実に美しい名前ですね。

バレーボール部の皆さん

３年女子ソフトテニス部の皆さん



生徒会オリエンテーション

登録式

第２９回卒業式

前年度、３月１６日(金)に、南千住二中第２９回卒業式が挙行されました。卒業式は中学校の儀式的
行事の中でも３年間の集大成ともなる最も重要な行事です。卒業生も
在校生も最高の卒業式にしようとこの日を迎えるまで練習に取り組んで
きました。
その練習の成果もあり、当日は整然とした中で、厳粛で感動的な式
を行うことができました。壇上で名前を呼ばれ応える声は晴れやかで、
卒業証書を受け取る姿は誇らしげで、凛々しくもありました。ご来賓の
方々からのご祝辞や記念品を贈呈される卒業生代表◯◯◯くんの
態度も立派でした。
卒業生代表･前生徒会長◯◯◯◯さんの別れのことばは、三年間
の思い出を振り返ることからはじまりました。万感の思いが溢れ、巣山
さんのことばは途中から涙声に…。ときには悩み、苦しみながらも皆で
語り合い力を合わせて、少しずつたくましい人へと成長していった日々
が鮮やかに蘇り、卒業生たちの目にも涙が溢れました。別れのことば
は「新たな道への希望をもって、次に進んでいきます。南二中で過ごし
た日々は私たちの誇りです」という感謝で綴られていました。また、
最後には、保護者に向けた「世話をかけてしまうときは、まだまだ
子どもね、と温かく見守ってください。そして、親孝行できるようになるまで、
元気でいてください」という素直な思いの詰まった言葉に、壇上に立つ校長
先生も、担任の先生方も、そして席で見守る保護者も涙をこらえきれません
でした。
全校生徒による式歌｢旅立ちの日に｣(指揮；◯◯◯さん、

伴奏；◯◯◯◯さん)、卒業生の｢仰げば尊し」 (指揮；
◯◯◯◯さん、伴奏；◯◯◯◯さん)で式は最高
潮を迎えました。
そして最後に、全校生徒全員による圧巻の校歌で
卒業生を送り出しました。
平成２９年度の卒業生は、男子５６名、女子６５名、
計１２１名で、南千住二中の卒業生累計は２,６７２名となり
ました。卒業生の皆さんの一層の活躍をお祈りしています。

入学式の翌日、４月１０日(火)５、６校時に生徒会オリエンテーションが
行われました。入学と同時に全生徒が南千住二中生徒会の会員となり
ます。生徒会オリエンテーションでは、“生徒会活動とは何か”、
南千住二中生徒会スローガンや各専門委員会の活動内容が説明され
ました。
この会はそれと同時に、２,３年生と新１年生の「対面式」の意味もあわ
せもっています。1年生と向かい合って、２,３年生が校歌を紹介したり、
入会の証に鉢植えの花が１年生にプレゼントされました。１年生を代表
して、◯◯◯くん(1-3)から上級生へ、「勉強や部活、学校の行事などに
全力で取り組み、皆さんのような立派な中学生に少しでも近づけるように
頑張ります」という会のお礼と入会の誓いのことばが述べられました。
生徒会オリエンテーションの翌日には部活動説明会も行われました。１年生

が楽しみにしていた部活動の説明です。各部の部長を中心に活動内容が
説明され、１年生の仮入部が始まりました。

４月１２日(木)には、ＪＲＣ登録式が行わ
れました。南千住二中は、ＪＲＣ(Junior
Red Cross ＝青少年赤十字)に全校
加盟しており、地域清掃やボランティア
活動などに取り組んでいます。ＪＲＣ委員
会や学校の特色であるレスキュー部の活
動もこのＪＲＣの活動に深く関わっています。今年は講師として
全国青少年赤十字賛助奉仕団の荒井忠夫先生をお招きして、
JRCの精神や歴史についてお話しいただきました。つづいて
新入生のJRC登録式が行われました。生徒会本部役員の◯◯
◯くん(3-1)の宣誓に続き全校生徒がＪＲＣの一員である自覚を
もつために「誓い」を唱和しました。
また、ＪＲＣ委員長の◯◯◯◯さん(3-1)
とスーパーレスキュー部部長の◯◯◯
くん(3-1)がそれぞれの活動報告をしまし
た。 これまでのレスキュー部の活動が東京
消防庁や東京都教育委員会から高い評価
をいただき、今年度皇后陛下ご臨席のもと
行われる日本赤十字社全国大会では中学
校防災部の代表として南二中が発表を行
うことになっています。
最後に、新たに登録された１年生を代表
して◯◯◯くん(1-1)が、荒井先生から
ＪＲＣバッジを授与されました。

荒川区教育奨励賞【努力の部】
◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯
荒川区教育奨励賞【皆勤の部】
◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯
体育優良生徒
◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯
東京都産業教育奨励賞
◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯
ＪＲＣメンバー卒業表彰 功労表彰
◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯
ＪＲＣメンバー卒業表彰 善行表彰
◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯、◯◯◯◯

生徒会本部の皆さん

専門委員会委
員長の皆さん

１年生を代表して誓いの言
葉を述べる◯◯くん 対面して校歌を披露しました ３年生から１年生に花束の贈呈

左：荒井先生
下：JRC旗を手に宣誓する◯◯◯くん

JRCバッジの授与を受
ける◯◯◯くん

活動報告をする◯◯さんと◯◯くん

記念品の贈呈
を受ける◯◯
くん

別れの言葉に会場は涙に
包まれました

卒業生の態度は大変
立派なものでした



教職員の紹介始業式・第３０回入学式
平成３０年度の始業式が４月６日(金)に行われました。朝８時からの

新クラス発表では、早くから集まっていた生徒が一斉にクラスごとの名表
の元に駆け寄り、自分の名前を探したのち、同じクラスの友だちを見つけては
手を取り合い、喜び合う様子が至る所で見られました。３年生は春休み
に転入生が２名入り、１４０人の４クラス。２年生もまた転入生２名を迎え、
１２１人の４クラスで新年度をスタートしました。新しいメンバーで気持ち
も新たにスタートした２年生、３年生。これからの１年でさらに‘たくましく’
成長していくことでしょう。
始業式では、転出された先生につづき、新たに南千住二中に来られ

た教職員が紹介されました。さらに担任・副担任の発表があり、期待に
包まれた歓声が上がりました。
その後、校長先生から「自分の置かれた
場所で花を咲かせなさい」とお話があり、２、３
年生は新クラスでもプラス思考を大切にどんな
ことにも一生懸命に取り組む決意でひときわ
表情を輝かせました。
始業式翌週の４月９日(月)には南千住二中

第３０回入学式が行われました。今年度の新
入生は、男子４９名、女子６４名、計１１３名の４クラス。今年も全学年４クラス
でのスタートとなりました。
式は大変厳粛に行われました。新入生入場では、誘導係の生徒会役員を先頭に、足並みを揃え、

元気よく手を振り堂々と入場できました。会場からは笑顔と大きな拍手があふれ、すこし緊張気味な表情
も晴れやかなものとなりました。ひとりひとりの名前が担任の先生から読み上げられる呼名では、会場に
「はい」と応える明るく元気な声が響き、南千住二中での新しい生活に対しての希望が満ちあふれていま
した。式での起立や南二の伝統である黙礼も初めてでしたが、朝の短い学活での練習だけでしっかりで
きました。校長先生の式辞の中では南千住二中が全校加盟しているＪＲＣ行動目標である「気づき、考え、
実行する」を新入生全員で唱和しました。
また、生徒会長◯◯◯◯くん(3-3)が「全力で勉強、部活動、行事に取り組み、一緒に充実した中学

校生活を送っていきましょう」と歓迎のことばを述べ、新入生代表の◯◯◯◯さん(1-2)が「南千住第二
中学校の生徒としての自覚をもち、実りある中学校生活となるよう努力します」と誓いのことばを述べま
した。
新入生も２,３年生も大変立派な態度でした。また、式の終わりには、指揮◯◯◯◯さん(3-4)、伴奏

◯◯◯◯くん(3-1)による、２,３年生の校歌(校歌紹介)がアリーナ(体育館)に響き渡り、厳粛な式の最後
を南千住二中生としての誇りを胸に高らかな歌声で締めくくりました。
全校生徒３７4名。仲良く楽しく、そして前向きな学校生活を送り、より良い学校をつくっていきましょう。
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新年度に伴い、教職員の異動がありました。
これまで学校を支えてくださった先生・主事さん方
ありがとうございました。

[ 転 出] 数 学 笹川達矢 先生（北区立滝野川紅葉中学校へ）
英 語 西尾洋士 先生（文京区立茗台中学校へ）
事 務 坂間浩子さん （荒川区立諏訪台中学校へ）

[ 退 職] 用 務 福島 功 さん

新しく南二にいらした
先生・主事の皆さん

クラス発表の一コマ

同じクラスとなり、
喜ぶ３年生

担任の先生の発表に会
場からは大きな拍手が

歓迎のことば

誓いのことば

呼名式では、大きな声で
返事をして起立

自分のクラスを確
認する新入生

[新転任] 数 学 平岡祐樹 先生
（立川市立立川第三中学校より）

数 学 鬼澤大地 先生（新規採用）
英 語 南部大樹 先生（新規採用）

用 務 亀ヶ谷千鶴 さん
（荒川区立第七峡田小学校より）

用 務 遠 藤 直 さん（新規採用）
事 務 山田 正美 さん

（荒川区立第一中学校より）

心理専門相談員 小針 健一 さん
特別支援教育 小笠原 悠太 さん
補助員


